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こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第１０回です。 

 

６年生を迎える頃には、３人の覚悟も基礎学力もずいぶんと固まってき

ました。 

他の子が手を抜いても、誰が歩いても３人は走り続けました。 

特にＳさんＫさんのご家庭は、この受験を絶対にいいものにしようとい

う想いが大変強く、全ての得点を表にし、２人の弱点だった算数の出来

などもいつも気に留めていました。 

一方のＲさんは字も勉強もとても丁寧なものの、ややマイペースな所が

あり、２人ほどアクセルを踏み続けない所がありました。 

 

ついに最高学年となる記念すべき小６初回授業では、毎年必ず「本物と

偽物」という文章を扱っています。そして人には誰もが必ず自分にしか

成し遂げられない「天」があること、そしてそれに全てを懸けることが

どれだけすばらしいかということを、時間をかけ熱を込めて伝えます。 



この文章が強く新小６の心を打ち、それまでとは一段階違うマインドで

事に当たる大きな気づきになる例を、過去何人も見てきました。 

感受性豊かな８期生も例外ではありませんでした。 

 

特にそれまでマイペースさが目立ったＲさんは、ここから大きく意識が

変わっていきました。 

合格体験記にはこう述懐してありました。 

『はじめて「天を見る」という文を読んで衝撃を受けた。「人が何と言お

うが、誰にどう見られようが、彼はそれがしたい。彼はそうするしかで

きないんだ。それをするのでなければ彼にはもう生きてる理由なんてな

い。その意味で、彼はそれをすることに命と人生のすべてを懸けている

んだ。」という所は今でも頭から離れない。天についてのアップ(深いテ

ーマについての作文)を私は先生に見てほしくて学校から家に帰ったらす

ぐに塾に行った。そこで大井先生と二人で天について語り合った。あの

時間はすごく濃い時間だった。』 

 

その瞬間のことは私もよく覚えています。Ｒさんは「先生、アップ書い

た！」とはにかんだような顔で、でも誇らしそうに課題ノートを見せて



きました。 

いつもの丁寧な字で、そこには TOP６年生として自分がどんなにがんば

りたいか、どんなにこの１年を「最幸」のものにしていくか、その想い

が綴られていました。読んでいると私は胸が熱くなって、Ｒさんに言い

ました。 

「この６年生の最初の授業で、こうやってＲが最初に全力の課題をやっ

たことに、そしてこうやって一番に見せにきたことに、すごく意味を感

じる。今年大きなことを成し遂げるサインかもしれないな。Ｒの天を、

一生懸命目指そうな。必死でやろう。先生も全力で支える！」 

「うん！」Ｒさんも嬉しそうにうなずきました。 

でも彼女の言葉を借りるなら、私もＲさんもその時はまだ知りませんで

した。 

その後どれだけ大きく、どれだけ幸せなものを、共にすることになるの

かを。 

 

（第１１回につづく） 

 



２０２３年４月２０日 
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